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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに    

 高速道路においては，橋梁の鉄筋コンクリート床版（以下「RC床版」という。）の耐久性向上を図るため床

版防水工が多用されるようになった。この経緯としては，雨天時の走行環境を改善するための排水性舗装の全

面展開，スパイクタイヤの禁止により凍結防止剤として塩化ナトリウムの多用，コスト縮減の観点からひびわ

れを許容する PRC 構造の採用など，RC 床版の早期劣化が懸念される事項の増加が挙げられる。一方，床版防

水工を敷設すると，その上に舗設するアスファルト混合物の密度が低下しわだち掘れ量が増加すること，アス

ファルト混合物の凍結融解抵抗性が低下することが明らかになっている 1）。特に凍結融解抵抗性の低下に対し

てはアスファルト混合物中への水の進入が原因と考えられる。また，橋面舗装のレベリング層となるアスファ

ルト混合物中への水の進入を少なくすれば，RC 床版の耐久性確保も期待できると思われる。そこで，コンク

リート版とアスファルト混合物の吸水性の程度を把握すること，床版防水工の有無でのアスファルト混合物の

吸水性の違いを把握することを目的として実験的検討を行った。 

２．供試体の作製２．供試体の作製２．供試体の作製２．供試体の作製    

 表-1に示すように 300mm×300mm×50mmのコンクリート版に 4種類のアスファルト混合物等を舗設した供試

体を作製した。アスファルト混合物は密粒度とし，その配合を表-2に，コンクリート版の配合を表-3に示す。 

表-1 作製した供試体 

供試体番号 コンクリート版 プライマー 接着剤 床版防水工 接着剤 アスファルト混合物（As） As 厚さ(mm) 

① ○ ― ― ― ― ― ― 

② ○ 瀝青乳剤 ― ― ― ○ 35 

③ ○ 瀝青溶剤 瀝青接着剤 瀝青シート ― ○ 35 

④ ○ エポキシ エポキシ ポリウレタン 瀝青接着剤 ○ 35 

 

表-2 アスファルト混合物の配合（重量％） 

改質Ⅱ型 

アスファルト ６号砕石 ７号砕石 粗目砂 細目砂 石 粉 

5.8％ 35.8％ 20.1％ 23.4％ 9.8％ 5.1％ 

 

表-3 コンクリート版の配合 

単位量（kg/m3） 
粗骨材 

最大寸法        

GGGGmaxmaxmaxmax（ｍｍ） 

水セメント

比            

W/CW/CW/CW/C        

（％） 

細骨材率 

s/as/as/as/a            

（％） WWWW    CCCC    SSSS    GGGG    

20 55 47 166 302 860 1000 

 

水量はサンプルの当初からの重量増加分を，水を張った表面積で除したものとして単位面積当たりの吸水量で

表すこととした。 

４．実験結果および考察４．実験結果および考察４．実験結果および考察４．実験結果および考察    

 図-2 にコンクリート版とアスファルト混合物の単位面積当たり吸水量の経時変化を示す。これを見ると，

アスファルト混合物の吸水量はコンクリート版の吸水量の 1/3以下と小さい値を示している。また，床版防水 
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アスファルト混合物の舗設にあたっては，骨材を

180℃に加熱し，アスファルトといっしょに 1 分間練

混ぜ，練混ぜ後のアスファルト混合物の温度が 160℃

以上あることを確認した後に敷均し，26 往復ローラ

ーコンパクタにて締固めた。 

３３３３....実験概要実験概要実験概要実験概要    

 作製した供試体から 100mm×250mm 程度のサンプル

を切り出し，図-1 に示すようにアスファルト混合物

表面に水を張った。所定時間経過後に表面水を除去し

残留水を軽く拭き取ってサンプル重量を測定した。吸
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工を敷設した場合は，敷設しない場合に比較して吸水量が

若干ながら大きくなっている。瀝青シート防水工，ポリウ

レタン防水工，床版防水工なしの順でアスファルト混合物

の吸水量が大きい結果となった。 

アスファルト混合物とコンクリート版との吸水量の違い

について考察する。アスファルト混合物は石油から製造さ

れることからアスファルト混合物の撥水効果が水を浸透さ

せにくくしたものと考えられる。図-3に撥水効果の概念

図を示す。一般にコンクリートの透水係数（1×10-10～1

×10-12cm/s）は，アスファルト混合物の透水係数（1×10-6

～10-7cm/s）よりも小さいとされているが，アスファルト

混合物の表面に水滴が接触すると接触角が大きくなり，

アスファルト混合物中の毛細管空隙に水が進入しようと

すると，進入を阻害する方向に界面張力が作用すること

が考えられる。コンクリートの表面に水滴が接触した場

合は，接触角がアスファルト混合物の場合よりも小さい

ため，コンクリート中の毛管空隙中への水の進入を促進

する方向に界面張力が働くと考えられる。したがって，

界面張力に打ち勝つだけの圧力が働かない限り橋面舗装

におけるレベリング層に使用される密粒度アスファルト

混合物は RC 床版上での防水機能を有しているものと考

えられる。 

床版防水工の敷設の有無によるアスファルト混合物の

吸水量の違いについて考察する。図-4のように床版防水

工を敷設することにより，その上に敷設されるアスファ

ルト混合物の密度が低下することを確認している 1）。吸

水量が大きい順序は密度が小さい順序と一致している

ことから，床版防水工の敷設はアスファルト混合物の

密度を低下させ，アスファルト混合物の吸水を容易に

させると考えられる。 

５．結５．結５．結５．結    論論論論    

 本研究の結果，次の事項が明らかとなった。 

（1）大気圧環境下では，アスファルト混合物の吸水し

やすさはコンクリート版よりも極端に小さい。 

（2）床版防水工の敷設はアスファルト混合物の吸水を

容易にさせる。 

今後は，道路橋における RC床版の防水対策として橋面排水に重点を置いて検討していきたい。 
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図-1 吸水実験の水張り状況 

図-3 撥水効果の概念 
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図-2 単位面積当たり吸水量 
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